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はじめに 

 コウノトリ文化館のコンセプトの一つに「人と自然が共生できる暮

らし方を考え、実践し、提示していきます」というのがあります。こ

れを実践しているのが、主に植物の実や葉などの自然素材を使った物

づくりイベントです。身近な自然素材が今でも暮らしの中で十分に役

に立ち、積極的に活用することで、植物そのものにも関心を持っても

らえるようになるのではないかと考えています。 

  

 

事例とイベント時での工夫 

 イベントでは、普段の暮らしに取り入れてもらいやすいように、クリスマスリースやマスコットを

作ったりハンカチを染めたりしています。既成のパーツを組み合わせるわけではないので、「自分で

作った」という達成感もあるのではないかと思います。 

植物そのものに関心を持ってもらうための工夫もしています。クラフトでは、素材を豊富にそろえ

て種による違い、同種でも形や大きさの違い、色の濃淡・豊富さに気づきやすいようにしています。そ

して、どの素材にも個性があり、角度を変えたり裏返したり分解することで、全く違うもの（例えば鳥

の顔や脚）に見えることがあり、造形の面白さがわかります。 

 草木染では植物本体からは想像できないような色が出ることで、新鮮な感動を覚えるでしょう。 

 見ただけでは気づけない情報はレジュメを作って触れるようにしています。 

 

まとめ 

 人が誕生して以来、私たちは直接あるいは間接的に自然のものを生活の中に取り入れて使っていま

した。 

 使い過ぎれば環境を破壊してしまう可能性があります(例えば森林)。使わなくなると遷移で環境が

変わり、その場所に棲めなくなる動植物が出てくる可能性もあります(例えば里山)。 

 身近な自然素材を生活の中に取り入れることで、自然と共生する暮らし方のこともぜひ考えてみ

てください。 
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